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あらまし：英単語の中には同じ和訳になるが実際は使用できる状況が異なるものが存在する．これらの中

には，一緒に用いることのできる他の単語によって使用状況が区別できるものもある．本研究では，英単

語が使用できる状況を，その英単語を用いた例文（用例）中の他の単語で示されるものを対象とし，用例

に含まれる単語を抽象化することで，英単語が使用できる状況を理解する学習方法を提案する．また，そ

の学習方法を促進するための支援システムも提案する．  
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1. はじめに 

同じ日本語訳に対する英語表現は多数存在してい

る．例えば，「作る」という日本語訳となる可能性の

ある英単語には，“create”，“generate”，“bake”等が

挙げられる．これらの単語は，例えば“bake”は「パン

やケーキを焼くとき」といったように，それぞれに

使用可能な状況が存在する．個々の英単語を習得し

て自身で使いこなすようになるためには，それぞれ

使用可能な状況を正確に理解する必要がある． 

一方，英単語学習は一般的に暗記学習とみなされ，

単語の意味や使い方などをすべて暗記する学習者は

多い[1]．このような学習者は自身が学習の過程で出

会った例文（用例）から英単語の使用状況を把握す

るのではなく，用例に出てきたフレーズを暗記する

傾向にある．その結果，学習した用例と同じ状況で

あるが学習した用例にはなかった単語が出てきた場

合，英単語を適切に選択できない可能性がある． 

本研究では，英単語の用例から使用可能な状況を

考え，理解させる学習方法の提案と，その学習方法

を支援するシステムの構築を目的とする．英単語の

使用状況を整理した用例辞書はすでに存在する[2]．

しかし，これを与えるだけでは単に状況の暗記にと

どまってしまい，活用できる知識としての英単語の

使用状況を習得できない．本研究では，学習者が自

身の経験の中から使用状況を自ら見出していく活動

が，活用できる知識の獲得につながると考える．し

たがって，学習者自身で出会った用例を手掛かりに

使用状況を導出していく学習方法を提案する． 

 

2. 英単語の活用状況習得過程 

英単語が使用できる状況には，用例に陽に現れて

いるものと，用例から推論しなければならないもの，

用例からはわからないものがある．本研究はそのう

ち，用例に陽に現れているものを対象とする．すな

わち，英単語の用例中に現れる他の単語が使用状況

を表現しているものを扱う． 

用例中に現れる他の単語はいつも同じではない．

他の単語から使用状況を理解するためには，それら

を抽象化し，単語を状況として一般化していく必要

がある．本研究では用例から状況を抽象化する過程

を以下のステップとして捉える． 

Step1: 単語（学習単語）の用例に出現する他の単

語を“キーワード”として特定する． 

Step2: 学習単語の用例に出現するキーワードの

中から状況を表していそうなキーワードを選択し，

同じ日本語訳となる他の学習単語のキーワードを包

含しないような視点で抽象化する．キーワードの選

択と抽象化は密接に関連しているため，実際は抽象

化を想定してキーワードを選択することとなる． 

例を示す．学習単語として「つくる」という日本

語訳をする“generate”と“bake”を考える．学習者が

bake について  “I bake a cake.”,  “The oven bakes 

bread.”，generate に関して“This company generates 

electricity.”を学習したとする．ここで，学習者が名詞

をキーワードとして認識したとすると，bake からは

I, cake, oven, bread が，generate からは company,  

electricity が抽出される (step 1)．この中から，例え

ば bake の bread, cake と generate の electricity に注目

すると，例えば bread, cake は「食べられるもの」，

electricity は「食べられないもの」と抽象化できる

(step 2)．  

どのような語で抽象化するかは，学習者が出会っ

た用例によって異なる．学習単語の状況を表す妥当

な抽象化となることもあれば，そうでないこともあ

る．妥当でない抽象化をした場合はその後に出会っ

た用例によって抽象化を修正していくことで，最終

的に正しい状況を習得していくことが可能となる． 

 

3. 英単語の活用状況習得支援のアプローチ 

2 章で示した習得過程を暗黙的に実現できている
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学習者は存在する．しかし，この過程を実現できず，

用例を暗記している学習者にとってはこの過程を表

出して意識することに意味がある．本研究はこの抽

象化の過程を表出化することのできる環境をソフト

ウェアとして構築する．すなわち，用例から学習者

自身が抽出したキーワードを，自身で抽象化した語

（抽象語）の下で整理することのできるシステムを

提供する． 

キーワードを抽象化させるためには，キーワード

を抽象語の下で整理する形式を提供する必要がある．

本研究では学習単語とキーワード，抽象語の関係を

グラフ形式で表示する分類グラフを提案する．分類

グラフは図 1 のように，学習単語，キーワード，抽

象語の 3 種類のノードで構成される．また学習単語

とその用例から抽出されたキーワードが，キーワー

ドとそこから導出された抽象語がそれぞれリンクで

結合されるようになっている．本研究で構築するシ

ステムは，学習単語の用例から導出したキーワード

や抽象語を用いて，このような分類グラフを構築で

きるシステムとなっている．   

 

 
図 1 分類グラフ 

4. プロトタイプ・システム 

分類グラフを作成することで，単語の使用状況に

関する理解を深めるためのシステムを C#を用いて

構築した．本システムは，学習単語の用例を学習し

た後，分類グラフを作成する段階で用いるシステム

となっている． 

本システムのインタフェースを図 2 に示す．イン

タフェースは構築された分類グラフを表示する分類

グラフ表示部と，学習単語，学習単語の和訳，用例，

キーワードを入力するためのキーワード入力部で構

成される．キーワード入力部より学習した用例とそ

こから抽出したキーワードを入力し，追加ボタンを

押すと，分類グラフ表示部に学習単語（黄）とキー

ワード（青）を表すノードと，それらの間のリンク

が表示される． 

抽象化ボタンを押すと，抽象語を生成するための

抽象化インタフェースが表示される（図 3）．抽象化

インタフェースのキーワード抽象化部はキーワード

に対する抽象語を設定できる．抽象化する語である

キーワードを指定し，それに対する抽象語を入力し

て決定ボタンを押すことで，抽象語（緑）を表すノ

ードがグラフ表示エリア上に生成される．また，キ

ーワードノードと抽象語ノードを連結するリンクも

同時に生成される．本インタフェースでは抽象語同

士を抽象化して新たな抽象語を生成することもでき

る．図 3 の抽象語再抽象化部に抽象化する抽象語と

それらに対する抽象語を入れ，決定ボタンを押すと，

新たな抽象語ノードが生成され，そのもととなった

抽象語ノードとリンクで連結される． 

また，ノードの内容を変更したり，削除したりす

ることも可能となっている．このように，自身が学

習した用例から分類グラフを作成することで，単語

の使用状況に関する知識を自分の経験に沿って構築

していくことが可能となる． 

 
図 2 分類グラフ作成インタフェース 

 
図 3 抽象化インタフェース 

5. おわりに 

本研究では英単語の使用方法の理解を促進するた

めに，学習単語の用例に含まれるキーワードの抽象

化による使用状況の学習方法を提案した．また，学

習単語に対して導出されたキーワードと抽象語を分

類グラフとして整理するためのシステムを構築した． 

今後は，開発したシステムを用いた評価実験を実

施し，その効果を検証する必要がある．また，キー

ワードや抽象語を自身で導出できない学習者に対す

る支援機能も考案していきたい． 
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